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江戸川区は、誰もが安心して自分らしく暮らせる共生社会の実現に向けてSDGsに積極的に取り組んでいます。
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の祭典 “2025 ボランティアフェスティバル”を開催!!“2025 ボランティアフェスティバル”を開催!!

　12月6日（土）にタワーホール船堀で、“2025えどがわボランティアフェスティバル”が開催されました。
　このイベントは、ボランティア団体の活動の紹介と交流や連携を図ることを目的に毎年開催されています。
　式典では、区歌を皆で歌い、手話通訳もお願いしました。最初に工藤理事長から「ボランティアの皆さんが今
日このフェスティバルで親睦を深め、明日からさらに活躍されることを願います」との開会の言葉があり、次に、
髙橋実行委員長から「このフェスティバルを通して他のグループの活動を知り、お互いに交流する機会としてく
ださい」とあいさつがありました。
　最後に斉藤区長から「師走といえば、花屋さんにシクラメンが並んでいますが、このシクラメンの花言葉は“思
いやり”だそうです。まさにこの会場にぴったりの花言葉ではないかと思います。これからも皆さんと一緒に思
いやりの花を咲かせていければと思います」とあいさつがありました。
＜展示コーナー＞21団体がポスター等による団体活動の紹介を行いました。
＜イベントコーナー＞8団体が団体の紹介として様々な体験事業を実施しました。
＜ステージコーナー＞12団体が日頃のボランティア活動の成果を発表しました。
＜フリーマーケットコーナー＞今回から再開し、7団体が出店しました。
　総勢1,826人の皆さまにご来場いただき、盛況なイベントとなりました。
　ボランティアの皆さま、関係団体の皆さまご協力ありがとうございました。

斉藤猛区長　あいさつ

えどボラちゃん

司会の石井修一さん 髙橋伸予実行委員長　あいさつ 手話通訳ボランティア：大森恵子さん
「地域個人登録の会」の

皆さんによる区歌の手話通訳

工藤芳朗理事長　開会の言葉
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令和8年度「ボランティア保険」「行事保険」の手続きのご案内
　令和7年度のボランティア保険は、令和8年3月31日で保険期間が終了します。令和8年度のボランティア
保険の受付は、3月中旬から開始する予定です。新年度4月1日から保険を適用するためには、3月中の加入
が必要ですので、早目に手続きをしてください。また、4月1日以降に実施する行事に適用する行事保険の
受付も、3月中旬から開始する予定です。なお、令和7年度（旧年度）の様式は使用できませんのでご注意
ください。詳しくは当センターＨＰに掲載する予定です。

東京 2025 デフリンピックでボランティアが活躍！
ここでも
ボラン
ティア❶

　デフリンピック（聴覚障がい者アスリートの国際スポーツ大会）が11月15日から26日までの12日間、日本で
初めて開催されました。参加国は約80の国や地域で、陸上、水泳、ボウリングなど21の競技が行われました。
本区からは5人のアスリートが出場し、メダルを獲得するなど活躍しました。

　そのデフリンピックで、登録団体の「地域個人登録の会」の道見美由紀さんが総合案内、大森恵子さんが
水泳競技、田中雅子さんが選手団の誘導、西本令子さんが通訳サポート、笹谷裕子さんがボウリング競技で
選手をサポートしました。また、「地域個人登録の会」代表の前田のり子さんなど多くのメンバーが会場を
訪れ、ボランティアの皆さんを応援していました。

　笹谷さんは「会場は世界中の手話が溢れていてとても賑やかでした。『手話は言語』ということを改めて
感じる貴重な体験ができました」と感想をおっしゃっていました。

使用済み切手とベルマークを寄贈していただきました
ここでも
ボラン
ティア❷

　11月28日に当センターに明治安田生命保険相互会社江東支社
船堀営業所から使用済み切手とベルマークを寄贈していただきま
した。以前より会社を挙げてボランティア活動を支援しており、ボラン
ティアフェスティバルにも参加しました。寄贈いただいた使用済み
切手とベルマークはボランティア活動の振興に有効活用します。

正月の“しめ飾り”をいただきました
ここでも
ボラン
ティア❸

　ボランティアの表 信子さんから当センターに正月の
“しめ飾り”をいただきました。グリーンパレス内の各事務
室、店舗等にお配りしてお正月に各入口に飾らせていた
だきました。ありがとうございました。

明治安田生命の方 （々両端）

おもてのぶこ

大森さん（中央） 田中さん（前列右端） 笹谷さん（前列中央） 道見さん（中央）
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第74回 東京都社会福祉大会「会長表彰状」受賞
～ボランティア団体「なぎさグループ」の島田光枝さん～

クリスマスリースづくりのワークショップを開催しました

　12月19日に都庁にて、当センター登録団体「なぎさグループ」（代表：横内 博
さん）の島田光枝さんに東京都より、永年のボランティア活動に対して「会長表彰
状」が授与されました。この表彰はなぎさグループがボランティア活動をしている
「社会福祉法人 東京栄和会 なぎさ和楽苑」の推薦によるものです。島田さんは、
「この受賞は、私一人だけでなく、日頃のなぎさグループの会員の皆さんの活動が
認められたものと思っていますし、皆さんのお力添えがあってのことと感謝の気持
ちでいっぱいです。これからも会員の皆さんとともにボランティア活動をこつこつ
と末永く続けていきたい」とおっしゃっていました。受賞おめでとうございました。

　小松川2丁目にある“小松川ゆきやなぎ公園”を
中心に活動している「ゆきやなぎプレーパーク小
松川の会」（代表：栃原和加恵さん）が、12月14日
にＪＲ亀戸駅の“アトレ”でクリスマスリースづくり
のワークショップを開催しました。ボランティアの
皆さんは、参加者に丁寧に説明しながらかわいら
しいリースづくりのお手伝いをしていました。

とち はら わ か え

換金額/￥16,030
（総量/22.9㎏）

使用済み切手換金報告
（R7年8月～11月分）

110

Volunteer Center 郵
便

edogawa

ボランティア・寄贈者の皆さま
ご協力ありがとうございました
ボランティアの振興に有効に
使わせていただきます

　西小岩にお住まいの増田道子さんから“刺し子”を118枚
寄贈いただきました。毎年100枚以上の刺し子を寄贈していた
だいています。その寄贈していただいた刺し子を「特別養護
老人ホーム江東園」にプレゼントしました。施設を利用して
いる方々と施設の皆さんはたいへん喜んでいました。皆さん、
作品のきめ細やかさに驚かれていてとても好評でした。

“刺し子”を特別養護老人ホームに
寄贈しました

令和7年
12月末現在

登録団体数：163団体
登録人数：3,432人

ボランティア団体登録数

● 使用済み切手  受領：48件/10.3kg  ● 寄付…匿名  119,855円
ボランティアの振興に有効に使わせていただきます

11月・12月分

さ こ
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“2025 ボランティアフェスティバル”
各コーナーで日頃の活動を発表しました
“2025 ボランティアフェスティバル”
各コーナーで日頃の活動を発表しました

手話ボランティア・学生ボランティア

都立江戸川高校の皆さん手話ボランティア「地域個人登録の会」の皆さん手話ボランティア「葛西手話の会」の皆さん

ボランティアの皆さん

　当日は、来場者全員にお楽しみいただけるよう、手話ボランティアの皆さまにステージにて手話通訳をしていただ
きました。
　また、学生ボランティアとして毎年協力していただいている都立江戸川高校の皆さまに受付やＰＲ活動、撤収作業
等をしていただきました。

イベントコーナー ・
フリーマーケットコーナー展示コーナーステージ ギャラリー・ボランティア

活動メンバー募集掲示板

ギャラリーパソコン体験緑伸会グリーンハーモニカ江戸川

メンバー募集フリーマーケットザ・マジック ラブリーの会

えどがわ区民ニュースで、『2025えどがわボランティアフィスティバル』の様子が放映されています。
右記二次元コードから区公式ＹｏｕＴｕｂｅ動画をご覧いただけます。
ぜひご覧ください。➡➡




